
（別紙の２）

自己評価及び外部評価票
〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこの意見をサービス向上に活かしている。

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる。

7 管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている。

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

今年度はコロナ感染防止のため地域行事は
開催されていない。利用者様の作品を地域
づくりセンターに展示させていただく事で、認
知症の理解・啓発に取り組んでいる。また、
施設の前にあるバス停の草刈りを利用者と
共に行った。

運営推進会議を2か月に1回開催し、施設の
近況報告や地域からの要望をつかんで日々
のサービス向上に努めている。

コロナ禍で、顔を合わせての会議開催は出来ていませ
ん。運営推進会議の委員は地域の役職者、行政、利用
者家族で構成され、書面開催ではありますが会議録を
お届けした折に、ご意見・要望をお聞きする様に務めて
います。書類で確認致しました。

「ゆめの里入山辺理念」を作り掲示したり、職
員会議で地域に貢献する活動について話し
合うことで、役割について理解したうえで業
務にあたっている。

ゆめの里入山辺は6項目の理念を玄関に掲示し、その
理念から、私の仕事プランを作成。4月の目標設定から
日々の実践、取り組みをしており、8月と12月の面談で
中間の振り返りをして後半の取り組みに繋げ、3月に振
り返りをして次年度に更に質の高いケアを目指していま
す。

運営推進会議で地域貢献活動について報告
したり、また委員の皆様から地域の要望を聞
くことで、地域に溶け込み共に協力しあう関
係性づくりをしている。地区行事に参加した
り、地区の小学校の児童との交流も行ってい
る。

コロナ禍ではありますが、バス停留所の掃除と草取りを
しています。地区の公民館に、認知症予防の掲示をして
います。小地区行事で作品展示をし、学校児童との交
流も続いており、畑に行く時にご近所の方と挨拶する事
もあります。山辺地区は果樹農家も多く、差し入れも利
用者様に召し上がって戴いています。

コンプライアンスチエックを年2回行い、結果
を集計しチエックがついている項目について
話し合うことで、なぜ？どう対処すればいい
か等を話し合い、虐待防止に努めている。虐
待防止委員会を年4回開催したり、研修に参
加することで、啓発活動もしている。

地域包括支援センターと連携し、今年度は
「認知症サポーター養成講座」を開講した。
運営推進委員会の委員になって頂き、相談
したりアドバイスを頂いている。

地域包括センターは、運営推進会議の委員になって頂
いております。昨年7月、認知症サポーター養成講座を
地域包括センターと連携し、開催できました。その他に
も、いろいろな相談に乗って頂いています。

身体拘束についての研修を行い職員会議や
ユニット会議で気付いたことを話し合い、拘
束のないケアに取り組んでいる。

拘束のないケアに取り組んでいます。身体拘束につい
ての研修は半年に1回開催、会議録で確認しました。
毎月の職員の会議、ユニット会議でも気が付いた事を話
し合い、みんなで共有して、拘束のないケアをしていま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている。

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

.

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている。

現在、ゆめの里入山辺には成年後見制度を
利用している利用者様はいません。しかし、
成年後見制度の研修を受講することで体制
を整えておく必要がある。

日頃から職員の意見を聞く姿勢を持ち、なん
でも言い合える関係性を築くよう努めてい
る。職員会議やユニット会議を通じお互い意
見を出し合える環境・関係づくりをしている。
事務所のドアを開放し管理者に要望や意見
を言いやすくなるよう工夫している。

職員会議、ユニット会議は月１回開催しており、その際も
職員の意見が出しやすい雰囲気で、意見を聞く様にして
います。リーダー、施設長は、朝や帰りの顔を合わせる
機会に、各ユニットに入り関係づくりをして、また、私の
お仕事プランの目標設定、振り返りなど年４回は面談を
しています。プラン用紙見本を見せて頂きました。

希望者には随時面談をしたり、年1回全職員
との面談を行うことで、働き方に対する希望
や、思いを聞き取りその思いに応えられるよ
う努めている。リフレッシュ休暇を取り入れ全
職員が取得できる体制を整えている。

事前申し込みがあった時点で、希望者と連
絡を取り、近況を把握している。また入所、
退所の際は契約、解約について話し合う機
会を持ち、不安や疑問、家族の思いなどを聞
き取っている。

今年度はコロナウイルスの蔓延により家族
会は開催できていない。しかし、来所された
時や、担当職員が毎月の様子をお手紙にし
て郵送したり、ケアプラン更新時にケア会議
にご家族様に参加していただく事で、思いを
汲み取るよう努めている。

家族会はコロナ禍で開催は出来ておりませんが、写真
を添えて、担当より手紙で月に１回から2回、お便りを出
しております。また電話や買い物を届けて頂いた時、面
会に来て頂いた時にケア会議を合わせ、思いをお聞き
し、大きな変化があった時もご意見をお聞きし、ケアプラ
ンに反映しています。書類で確認致しました。

同じ利用者様が怪我や骨折で入院も
しております。原因に対しての改善
策、状況の説明とご報告をしておられ
ますが、その後の、ご家族様のお気持
ちを考えると、細心の対応と、ご家族
様との信頼関係を更に期待します。

コロナ禍の今、外部研修の機会は減ってい
るが、zoomによる研修や、内部研修、勉強
会、事例発表会等を行い職員の資質向上に
努めている。

法人内の同職種で意見交換会や勉強会が
あり、質の向上を図っている。他グループ
ホームとの交流会を次年度計画し開催に向
け進めていきたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている。

入所時にご本人やご家族に思いや困ってい
ることなどを聞き取り、安心して生活が送れ
るようにユニットリーダーや計画作成担当者
と共に思いを汲み取ったプランの作成に努め
ている。センター方式シートを活用しニーズ
の把握をしている。

施設に預けたことに対する負い目や不安を
感じているご家族がの心が少しでも和らぐよ
うに、施設での生活の様子などをこまめに報
告することで、信頼関係の構築に努めてい
る。

本人の性格や仕事、趣味、家族関係、生活
歴などを聞いたり、アルバムを持って来てい
ただいて、家族との絆を大切にし、こまめに
施設での生活の様子をお伝えすることで、信
頼関係構築に努めている。

10月20日から地域交流室での面会を再開
し、家族と過ごす時間がもてるように配慮し
ている。また、お手紙を下さるご家族もいらっ
しゃるので、返事を書いていただき写真を同
封したりして遠くの家族とも関係が途切れな
いように努めている。

昨年、コロナのレベル３を待って10月20日から、地域交
流室で面会を再開し、家族や知り合いと交流しました。
その後のレベルが上がり変更、今年の７月までは、窓越
し面会にした時期もあります。現在は字が書ける方は家
族に手紙を、また担当がお便りに写真を添えて、近況を
お知らせしています。

利用者様の隣に座り、話をする中で、何気な
い会話から思いを汲み取り、今何に困ってい
て何がしたいのか、ニーズの把握をしてい
る。家族と面談し思いを聞きとることで支援
に繋げている。

職員と利用者様が馴染みの関係になれるよ
う生活の中に溶け込み、同じ時間を共有し、
ともに協力し合って生活していける関係が作
れるよう努力している。

利用者一人一人の生活歴や性格を把握する
ことで良好な人間関係を築けるよう配慮し、
居場所を作り孤立せず過ごせるように努めて
いる。

今年度退所された方はいない。今後、契約
が終了した場合でも本人の状況を把握し、必
要に応じて支援するよう努めていきたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

利用者様の隣に座りゆっくり話をすることで、
何気ない言動の中から思いを汲み取ったり、
家族に話を聞いて本人の意向を把握し、カン
ファレンスで意見を出し合って情報共有して
いる。

大体の方がご入居して7～8年経ち、平均年齢は90歳
に、平均介護度２，７となっております。その人らしさ、自
立を支援する家庭的なくつろぎの場や、笑顔のある時間
を目指し、利用者様の思いをゆっくり、話の中や入浴時
などにお聞きしています。受診時にご家族とお会いした
時、電話などからお聞きして、ユニット会議やカンファレ
ンスに反映しています。

本人から家族関係や、昔の仕事等について
話を聞いたり、家族に聞いている。また、セン
ター方式シートを活用し馴染みの人や生活リ
ズムを把握することで、今までの暮らしが継
続して出来るように努めている。

個別記録やケアプラン実施記録に気付きや
工夫を記録したり、申し送りノートやユニット
会議を通して情報を共有し実践している。ま
た、10月1日からケア記録の電子化を導入し
記録の効率化と情報の共有に力を入れ、支
援に活かしている。

8月1日から管理栄養士を配置した。利用者
の状況に合わせ指導をすることで、食事量
が増えたり、自力摂取が進んだりと効果が出
ている。引き続き、訪問歯科やPT による指
導を受けている。11月9日に習字ボランティア
を再開した。

　

1人ひとりの生活リズムを把握し尊重すること
で、持っている能力を発揮し役割ややりがい
を持って生活できるよう努めている。今でき
ていることが、半年先や一年先も出来ている
ように支援している。

月1回のユニット会議で一人ひとりの状況を
検討し支援の方向性を話し合ったり、3か月
ごとの計画の見直しでは、家族を交えてケア
会議を行い、心身の状況や本人や家族の思
いを汲み取った計画作成に努めている。

ご家族を交えたケア会議は、コロナ蔓防レベル３までは
出来ていました。掛かり付け医と、受診の送迎の際やケ
ア会議開催前、ユニット会議などで、それぞれの方の状
況や気付いた事を話し合い、ご家族にお電話でお話をさ
せて頂き、状態の変化にすぐ対応できる様な計画作成
をしています。

新型コロナウイルスの感染蔓延や、選挙との
関連で地域行事が中止になっている。しか
し、感染が落ち着いてきたことから11月9日に
習字教室を再開した。山辺小学校児童との
交流も継続して行っている。春にはボラン
ティアさんと畑に野菜の苗を植えたり、マリー
ゴールドの種まきを行った。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る。

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

○災害対策火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

（13）35

週に1度業務委託している訪問看護が来所
し、一人ひとりの健康状態を観察している。
怪我や体調不良があった場合は電話で報告
相談し、指示を受け対応している。訪看連絡
ノートを活用することで、看てもらいたいこと
が確実に伝わり、また訪看からの指示も全
職員が把握出来ている。

コロナ禍の時は医療機関への訪問は出来な
かったが、電話や書面で情報を得て本人の
状況を把握し、早期退院に繋がるように努め
ている。退院時には、看護サマリーやリハビ
リテーションサマリーを受取り、元の生活に
スムーズに戻れるように支援している。

本人や家族の意向を確認し希望する主治医
を受診している。その際身体状況や生活状
況を伝えることで医療と連携し体調管理を
行っている。精神科への受診は情報提供書
を提出し、内科医の往診時には各ユニット1
名ずつ職員が担当し主治医へ報告している

ご本人とご家族の希望に応じています。ご家族の協力
で、在宅時の主治医の受診が３名、身体状況・生活状況
を伝え医療連携しています。協力医の往診が１４名、往
診時には各ユニットの職員が担当し、主治医に状況を報
告しています。その他の医師の往診が１名で、情報を提
供しています。

年2回避難訓練を実施しているが、コロナウ
イルスの感染予防のため、利用者や地域住
民の参加は出来ていない。訓練は災害時と
火災を想定して行った。避難経路の確認や
消火器の設置場所を周知させたり、非常食
を3日分確保している。

消防署立ち合いの訓練は２回計画され、うち１回は、コ
ロナ禍の状況もあり未実施です。書類で確認致しまし
た。入居者様が平均９０歳とご高齢であることで、特に夜
間想定の参加シュミレーションは出来難い。運営推進委
員や地域住民、警察などが立ち会っての訓練も、コロナ
禍でお願い出来難い状況があります。

コロナ禍で実施しにくい状況はあり、入
居者様が超高齢であることも加味しま
した。やはり、命に係わる避難訓練な
ので、何かあった時に行動できる様に
訓練は欠かせないものです。施設前
の駐車場、公民館など、季節に合わせ
た避難方法も工夫し、２回の実施を期
待します。

重度化した場合の話し合いを、施設長、計画
作成担当者、各ユニットリーダーが家族と話
し合い本人や家族の意向を尊重し支援でき
るよう努めている。主治医や、訪問看護との
連携も行い支援に繋げている。

入所時に、施設で出来得ることの説明を詳しくさせて頂
いています。利用者様・ご家族の意思を大切に対応させ
て頂いて、重度化した場合の話し合いは、施設長・計画
担当者・ユニットリーダー、ご家族で話し合い、主治医・
訪看と連携し、支援に繋げています。終末期は、面会は
随時出来る様に計らいました。昨年は看取りはありませ
ん。

急変時や事故発生時のマニュアルを訪問看
護やリスク管理室と共に整備し、各ユニット
に配備し内容を周知させることで全職員が対
応できるようにしたり、内部研修を行い学習
している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている。

○口腔内の清潔保持口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

42

一人ひとりの性格、生活歴、認知症状、精神
状態を把握し、人格を尊重した上で利用者そ
れぞれに合わせた声掛けを行っている

倫理法令順守、プライバシーの保護事例発表、県の人
権侵害・人権擁護研修などに全職員が参加。コロナ禍
で、テキスト受講もあります。会議録や受講の記録を確
認しました。ひも解きシートなど、利用者様の生活歴、認
知症や精神状態を把握し、記録は電子化して共有して
います。トイレやパッド交換などの声掛けも、それぞれ周
囲への配慮をして、基本は苗字で、希望に応じてお呼び
しています

外出時や入浴時、自ら服装の選択が出来る
よう支援し、いくつになってもおしゃれする楽
しみを感じていただけるよう配慮している。選
択、決定が出来ない利用者には、職員が季
節に合った服装を提供している。

誕生月にはご本人に食べたいものを聞いて
皆でお祝いしている。行事食など手のかかる
メニューの時は、利用者に作り方を教えて頂
いたり、一緒に調理していただき和気あいあ
いと家庭的な環境の中で食事を楽しんでい
る。食事の片付けも、利用者の出来ること
は、手伝って頂いている。毎年干し柿づくり
が、恒例行事となっている。

食事を楽しんで頂くメニューを考え、手作りの食事を提
供しています。行事食や、お誕生日のメニューもご希望
を聞いて、一緒に手作りするなど工夫して、懐かしい干
し柿つくりも毎年行っています。畑で夏野菜やジャガイモ
などを収穫しており、薬味なども調達しています。また地
元の野菜などを中心に食材を切ったり、食器を拭くな
ど、その方が出来るお手伝いをして頂いています。以前
は、直ぐ傍の農協のスーパーへ買い物に行く事もありま
した。

本人の希望やその人のリズムに合わせた生
活が送れるよう声掛けを行い、自己決定を促
し尊重している。

利用者一人ひとりペースが違うのでその方
のペースに合わせ、食事や入浴、余暇活動
など希望に沿うよう支援している。

排泄・水分チェック表を用い一人ひとりの水
分摂取量を把握し、脱水症状にならないよう
努めており、情報の共有もしている。8月1日
から管理栄養士を配置し、栄養面や口腔機
能維持についても一人ひとりに合わせた食
事形態を提供し、機能維持が出来るよう支援
している。

毎食後、職員が声掛けし口腔ケアを実施し
ている。口腔内を観察したり、ご本人から違
和感の訴えがあった時は、協力歯科医に往
診して頂き、口腔内の清潔、健康維持に努
めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決め
てしまわずに、個々にそった支援をしている。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている。

利用者一人ひとりの排泄パターンを把握した
り、尿意や便意を訴えられない方のソワソワ
する様子が見られた時は、トイレ誘導して、ト
イレでの排泄が出来ている。自立に向けた
支援を行っていて、オムツの使用量を減らす
ことが出来ている。

自立支援の中でも最も大切な排泄支援は、排泄水分
チェックシートで把握して、お一人ずつの排泄パターンに
添って気を配っています。ご飯の前に歌ったり体操や足
踏みなど、またほうじ茶ゼリー、ヤクルト、ヨーグルトなど
で排泄を整えて、促す工夫をしています。排泄シートは
見せて頂きました。季節を選んで散歩など、数人ずつ担
当して、汚す前を見計らった支援でオムツ使用の節減を
しています。

排泄水分チェック表で排便状況の管理を行
い、便秘傾向の利用者には緩下剤等内服し
て頂いたり、朝食にヨーグルトを提供したり、
水分摂取を促して、自然排便につながるよう
に支援している。体を動かすことも便秘予防
につながると理解し促している。

薬の内服の目的は理解していても、副作用
までは理解が出来ていない。お薬について
の説明書が出されているので、今後は意識
して把握していくようにしたい。内服チェック
表を用い飲み忘れや誤薬がないようダブル
チェックしている。

得意なことや好きなことを活かし行っていた
だく事で、達成した時の表情は満足に満ち溢
れている。職員が感謝の言葉を伝えると、
「またやってあげるね」と生きがいや、やりが
いにも通じ活き活きとした生活を送って頂い
ている。

入浴の日は声掛けし、一緒に衣類の用意を
行っている。入浴中は危険のないように配慮
し、楽しい時間を過ごしていただけるよう会
話しながら心地よい時間が過ごせるように努
めている。拒否があった時は翌日にするなど
臨機応変に対応している。

気持ち良く入浴できる様に、事前の準備からお声掛けし
一緒に着替えを選び、着替えの際の室内温度の調整を
しています。担当が入浴時にお話をしながら、ゆったりと
した時間を楽しんで頂く様にしています。お一人だけ、身
体状態から自立した入浴は出来ないので、シャワー浴
になっている方も居られます。ご家族に了解を頂き、浴
室内の温度管理をして、出来るだけ気持ち良いシャワー
浴で清潔を保てるよう工夫しています。

前回調査でも課題となっておりました
ので、訪問介護での、動けない方への
入浴は、しっかりした生地の大判バス
タオルなどを使用して、２人体制で安
全確保した入浴方法などを参考にされ
ることを期待いたします。

一人ひとりの生活習慣や身体状況を捉えた
うえで、それぞれのタイミングで自室に戻ら
れ就寝して頂いている。気持ちよく眠られる
ように居室内の空調管理にも配慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価（評価機関記入）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（事業所記入）

49 一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている。

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご本人から電話をすることはないが、ご家族
から電話があった時、かわってほしいと希望
があればお話をする方がいる。また遠方の
ご家族から手紙を頂いた時は、本人に返事
を書いていただき、最近撮った写真を同封し
てやりとりをしている。

利用者にとって居心地のいい空間が作れる
ように、ホールの中は音や光、温度などにも
配慮し気持ち良く過ごして頂けるよう努めて
いる。また、季節感が出るように花や手作り
の作品を展示するなどして工夫している。

緑豊かな環境があり、山が望めて、遠くに薄川が流れて
います。毎日の生活の中で季節の花を飾り、七夕の笹
飾りなど、馴染みの行事にちなんで、皆様が共有空間を
過ごし易い空間にしています。手作り作品もやりたい人
が、したいことをすれば良いので、その日の気分や気持
ちを大切に過ごして頂ける様にしています。

気分転換や下肢筋力の低下を防ぐためにも
散歩に出かける回数を増やしたいが、少し歩
いただけでも足取りが悪くなってしまう利用
者が増えて来ている。またコロナウイルスの
感染予防のため外出の機会が減っているこ
とは否めない。しかし、ドライブに行ったり玄
関先の草花を見に行くなどして、外出する機
会が増えるよう努めている。

入居者様の高齢化に伴い、徒歩での歩行が厳しくなっ
ており、コロナ禍もあって、以前は出来ていたご近所へ
の買い物などは出来なくなっています。施設前のプラン
ターの花への水遣りや、畑の収穫など安全に気を配り
行っています。気分転換や下肢筋力の低下防止にも、
出来るだけ散歩をしたいと考えます。車椅子対応の車で
花見や、街中へのドライブなど、出掛ける機会を維持
し、増える様に工夫をしたいと思っています。

個人の金銭保管はしていない。コロナウイル
スの感染予防のため、今年度買い物や外食
の支援は出来ていない。

一人ひとりの能力を活かせるよう生活空間
は工夫されており、職員は少しの支援で本人
の出来ることを発揮出来る関りをしている。
残存機能を維持する支援を行うことで、自分
らしい暮らしが継続出来るよう工夫している。

ホールでの席は、それぞれ気の合った利用
者同士座れるように配慮し、制限はしていな
い。思い思いに過ごして頂けるようにソファー
も置いて、好きな場所に座っていただく事に
よって、自分の居場所が作れるよう努めてい
る。

昔から使い慣れている物や好みの物を置い
たり、写真を飾ったりしている。棚には時計
やティッシュ、櫛やハンドクリームなどを置い
ている。習字教室で書いた作品や、誕生日
の色紙も飾って頂き、自分らしく暮らしやすい
居室になるよう工夫している。

それぞれの方の居室は、全部の部屋に窓があり、風景
が望めます。適度な広さがあり、以前から使い慣れてい
る道具や、ご家族の写真、手作りの手芸品などが飾ら
れています。洗面台には整容出来る櫛やクリームなど
が置かれています。お部屋のドアには、習字で、ご自分
の名前が達筆に書かれて貼られていました。ご家族か
ら洋服などの差し入れもあり、自分らしく暮らせる明るい
部屋でした。

8/8


